
施設管理計画表

【施設の現況】 【見直し方針の説明】

（実施する見直しの内容）

（見直しに伴う問題点や課題）

【類似施設との連携】

【行程表（手順及びスケジュール）】
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平成２２年度
内容

平成２０年度
１月

経常収入
（ 千 円 ）

設置年度

経常経費
（ 千 円 ）

差 し 引 き
（ 千 円 ）

管理形態

面積 ( ㎡ )

土地所有

委託

150.00

私有地

平成10年度

４月 １月

施設分類

施 設 名 所 管 課 所 在 地

見直方針ごみ処理施設 現状維持

有川廃棄物破砕処理センター

１月４月 ７月 １０月 １月 ７月 １０月４月 ４月 ７月 １０月１０月 ７月 １０月 １月４月 ７月 １０月
平成２６年度

七目郷747番地内

平成２５年度

優先順位

／

　施設建設前は、町内に破砕処理施設が無く、廃材等の処理に苦慮していたため、平成１０年度に旧有川町で建設した。
施設の運転管理業務は地元業者に委託しており、主に家屋解体に伴う廃材の処理を行っている。搬入された廃材は細かく
破砕され、ごみ焼却施設へ搬出し焼却処分されている。現在は、一部の民間業者による設備導入が進み、廃材処理が可
能となったことから、既存施設のあり方を検討する時期にあると思われ、家屋解体に伴う廃材処理については民間に委ね、
漂着した流木や雑木等を対象とした破砕処理を行う施設としたい。またコスト削減のため、現在のごみ焼却施設に隣接する
よう移転し、効率的な処理を目指したい。
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平成２３年度 平成２４年度

予定される
統合先

所管課長名 白石英穂

平成２１年度

環境課

見直目標
年 度

施設№ 200

M33.1 M33.1

M33.1 M33.1

M33.1 M33.1

M33.1 M33.1

M33.1 M33.1

　毎年、発生する漂流、漂着ゴミに含まれる流木は、一般廃棄物として扱われ、時に台風等で大量に漂着することもあり、
本町でも大変苦慮している。そのため、焼却処理するための大きさに切断または破砕する必要があり、民間への委託は財
政の圧迫にもつながるおそれがある。


